







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
第1号（昭和44年3月）
発刊の辞 石 橋 幸太郎…（ 1）
〔国 文 学〕
成尋阿闍梨母集の成立 永 井 義 憲…（ 3）
本地物語類研究序説 女性の文芸の見地から 渡 辺 守 邦…（11）
梶井基次郎論のためのノート 飛 高 隆 夫…（19）
類聚名義抄の呉音の性格 渡 辺 修…（37）
近代訳語考 「汽車」と「汽船」と 広 田 栄太郎…（45）
〔英 文 学〕
凡庸人〉登場 BloomのCharacterizationについて 田 中 英 史…（ 1）
現代アメリカ短編小説への一考察
T.ウィリアムズの『片腕』を中心として 岡 田 春 馬…（19）
周波数スペクトラムから見た母音の認知の実験音声学的研究 長谷川 啓…（31）
〔一般教育〕
超自我と社会学理論 鈴 木 真 一…（41）
水道事業の法律問題について 県 幸 雄…（51）
第2号（昭和45年3月）
〔国 文 学〕
拾遺抄・拾遺集先後問題の再検討 平 田 喜 信…（ 1）
四部合戦状本平家物語の過渡本的性格をめぐって
院宣・牒状の類の増補という点を中心として 信 太 周…（17）
本地物語類研究序説 内部兆候にみる語り手 渡 辺 守 邦…（31）
『東西南北』の虚実 広 田 栄太郎…（45）
中原中也の時間 飛 高 隆 夫…（55）
房総半島中央部のアクセントについて 浮 田 章 一…（69）
〔資料紹介〕
『愛染王紹隆記』 解説と翻刻 永 井 義 憲…（89）
『蜀山人判取帖』補正〈翻刻 浜 田 義一郎…（99）
〔英 文 学〕
現代アメリカ短編小説への一考察（Ⅱ）
T.カポーテの『首を切られた鷹』を中心として 岡 田 春 馬…（ 1）
サイデンステッカー訳『伊豆の踊子』





























具体的集団単位としての核家族と核家族関係複合体 鈴 木 真 一…（19）
第3号（昭和46年3月）
〔国 文 学〕
長忌寸意吉麻呂伝考 川 上 富 吉…（ 1）
山家心中集の成立 妙法院本を中心として 永 井 義 憲…（17）
『雑々集』の成立 『女郎花物語』考のために 渡 辺 守 邦…（51）
『東西南北』と『紫』の間 明治二十九，三十年の鉄幹 広 田 栄太郎…（67）
類聚名義抄の和音の性格 渡 辺 修…（93）
〔資料紹介〕
狂歌歳旦黄表紙五種 浜 田 義一郎…（107）
〔英 文 学〕
「ことば」と「こころ」に関する断章 言語研究と人間の復権 石 橋 幸太郎…（ 1）
ディキンスンの“beautifultempters”について 加 藤 菊 雄…（13）
ナサニエル・ホーソンの『緋文字』の主題について 名 越 覚次郎…（27）
『草の竪琴』論 「愛の連鎖」を中心として 岡 田 春 馬…（43）
〔一般教養〕
サーシオレアライとプロヒビションに関する一考察 県 幸 雄…（53）
バルカンの僧院壁画 倉 田 三 郎…（63）
トーマス・マンの「魔の山」について 覚え書き 近 藤 春 文…（75）
家族分析の基礎単位としての核家族に関する若干の考察
母中心家族説について 鈴 木 真 一…（85）
第4号（昭和47年3月）
〔国 文 学〕
秦忌寸朝元伝考 万葉集人物伝研究 川 上 富 吉…（ 1）
山東京伝の天明三年の黄表紙 新資料『客人女郎』翻刻 浜 田 義一郎…（25）
『東西南北』と『紫』の間 明治三十一年の鉄幹 広 田 栄太郎…（39）
志賀直哉「或る男，其姉の死」論 池 内 輝 雄…（65）
〔英 文 学〕
格下げ変形について 河 野 武…（ 1）
ウィリアム・カーロス・ウィリアムズの詩と詩論 加 藤 菊 雄…（17）
シェリーの『アラスター』 そのエキスプリカシオンとカザミヤンの方法 石 川 京 子…（35）
Hawthorneの清教主義と『緋文字』 名 越 覚次郎…（53）
ハーマン・メルヴィル研究（Ⅰ） 『白 鯨
モービイ・デイツク
』論 南 塚 隆 夫…（71）
C.マッカラーズ『黄金色の目に映るもの』論
CaptainPendertonの孤独の症状分析を中心として 岡 田 春 馬…（101）
InternationalBusinessTelecommunicationに関する一考察





























初期啓蒙時代の宗教 鎌 井 敏 和…（125）
大学図書館理念の変革―大学改革を志向して― 鈴 木 徳 三…（137）
接続法半過去と時称の照応 松 田 孝 江…（157）
第5号（昭和48年3月）
〔国 文 学〕
余明軍伝考 万葉集人物伝研究 川 上 富 吉…（ 1）
勅撰名所和歌抄出の成立 渡 辺 守 邦…（13）
平賀源内の蘭書翻訳について 浜 田 義一郎…（37）
『東西南北』と『紫』の間 明治三十二年の鉄幹 広 田 栄太郎…（47）
梶井基次郎ノート 「冬の蠅」をめぐって 飛 高 隆 夫…（61）
国語教育史明治初期の研究 渋 谷 宗 光…（73）
〔英 文 学〕
詩人Emersonの世界 入 江 勇起男…（ 1）
ホーソーンの『緋文字』における技巧 imageの使用を中心に 名 越 覚次郎…（15）
W.V.Tクラークの小説 TheTrackoftheCatを中心として 三 浦 冨美子…（39）
テネシィウィリアムズの文学の世界 孤独からの逃避を中心として 岡 田 春 馬…（57）
D.H.ロレンスの『虹』における〈明暗〉のイメージ 田 中 英 史…（67）
〔一般教育〕
母子家庭保護の法律問題 縣 幸 雄…（87）
大学図書館における機械化システム ONULPを中心に 鈴 木 徳 三…（97）
第6号（昭和49年3月）
〔国 文 学〕
『東西南北』と『紫』の間 明治三十二年の鉄幹（続） 広 田 栄太郎…（ 1）
蜀山人大田南畝書簡（上） 浜 田 義一郎…（21）
半場家蔵一茶関係資料について




『マーディ』 ロマンス・夢，そして心の旅路 南 塚 隆 夫…（ 7）
ホーソーンの『緋文字』の序文「税関」に就いて 名 越 覚次郎…（31）
ディキンスンの詩における表象としての「太陽」 加 藤 菊 雄…（41）
・Languageisacemeteryofdeadmetaphors.・の意味 須 沼 吉太郎…（59）
行動目標（BehavioralObjectives）の設定
英語教育におけるその課題 石 井 敏…（69）































現代のアメリカ・コミューンの素描 鈴 木 真 一…（95）
世界主要国における高等教育の動向 量的拡大を中心に 鈴 木 徳 三…（111）
第7号（昭和50年3月）
〔国 文 学〕
角麻呂伝考 万葉集人物伝研究 川 上 富 吉…（ 1）
蜀山人大田南畝書簡（中） 浜 田 義一郎…（17）
アストンの日本口語文典初版・その書誌 渡 邊 修…（101）
〔英 文 学〕
BetweentheActs序論 主としてその評価をめぐって 横 山 幸 三…（ 1）
『ヴェニスの商人』とプラトン的恋愛 田 口 孝 夫…（15）
ワズワースに対するディキンスンの愛について 加 藤 菊 雄…（31）
黄金時代のアテネにおけるスピーチ教育 石 井 敏…（47）
〔一般教育〕
比較憲法の方法について 縣 幸 雄…（63）
キリスト者ニュートン（Ⅰ） 鎌 井 敏 和…（75）
Buddenbrook家の人びと
AntonieとThomasBuddenbrookとの相関関係を中心として 近 藤 春 文…（87）
第8号（昭和51年3月）
〔国 文 学〕
古事記「比良」語義考 服 部 旦…（ 1）
中世歌論における余情について 武 田 元 治…（37）
酒茶論とその周辺 渡 辺 守 邦…（53）
演劇神髄への試み みなもとごろう…（73）
津村信夫研究 飛 高 隆 夫…（83）
新聞広告に現われたる当用漢字表外の漢字 天 沼 寧…（89）
〔英 文 学〕
晩年のディキンスンとオティス・ロード 加 藤 菊 雄…（ 1）
ヴィジョンへの高まり D.H.ロレンスにおける〈明暗〉のイメージ 田 中 英 史…（31）
英文科女子学生の見たアメリカ人男性像 ステレオタイプイメージ 石 井 敏…（45）
〔一般教養〕
アメリカ・コミューンと結婚家族 鈴 木 真 一…（53）
情報テクノロジーとしての学習論について 鈴 木 徳 三…（71）
第9号（昭和52年3月）
〔国 文 学〕




























新聞広告に現れた当用漢字表外の字（その2） 天 沼 寧…（69）
〔英 文 学〕
星のテニス・ボール 『モルフィ公爵夫人』の人間像 田 口 孝 夫…（ 1）
シャーウッド・アンダスンの短篇小説の世界
『ワインズバーグ・オハイオ』を中心として 岡 田 春 馬…（11）
『嵐ヶ丘』に現われたエミリー・ブロンテの精神 名 越 覚次郎…（25）
〔一般教養〕
現代フランス語における所有与格について 松 田 孝 江…（43）





（附）古文書「岡屋地区氏子総代相伝文書」（仮称）紹介・解説 服 部 旦…（ 1）
和泉式部日記寛元本の誤写箇所について 伊 藤 博…（67）
十訓抄と北條重時の家訓 作者湯浅宗業の環境 永 井 義 憲…（77）
栗花集について 浜 田 義一郎…（91）
ピストル・拳銃・けん銃・短銃 天 沼 寧…（81）
〔英 文 学〕




アメリカ・コミューンの理念とイメージ 鈴 木 真 一…（51）
キリスト者ニュートン（Ⅱ） 鎌 井 敏 和…（71）
自一号至十号 大妻女子大学文学部紀要総目録 （ⅰ）
第11号（昭和54年3月）
薩妙顴伝考 萬葉集人物傳研究 川 上 富 吉…（ 1）
蜀山人大田南畝書簡（下） 浜 田 義一郎…（11）
初代笠亭仙果年譜稿 その一 石 川 了…（25）
真船豊の初期 「鼬」執筆以前 「島の嵐」を紹介しつつ みなもとごろう…（39）
ホーソーンの世界 『緋文字』を中心にして 名 越 覚次郎…（55）
＊ ＊ ＊
名詞構成undroled・hommeについて 松 田 孝 江…（ 1）
共和国家における国家元首の法的性質 1 縣 幸 雄…（15）
明治期における文庫本考 冨山房：袖珍名著文庫を中心に 鈴 木 徳 三…（33）































初代笠亭仙果年譜稿 その二 石 川 了…（ 1）
和泉式部日記三条西本の入れ句 伊 藤 博…（17）
「飛花落葉」考 望 月 真…（27）
日中漢字字体対照表 天 沼 寧…（85）
〔英 文 学〕
A.V.Lunacharsky:Proust・sFirstMarxistCritic …ロナルド・ソーントン（ 1）
SherwoodAnderson・sViewofWaltWhitman 小 林 祐 二…（15）
・アブサロム，アブサロム！・に見るフォークナーの特異性 氏 家 春 生…（29）
〔一般教育〕
オニーダ・コミューンの崩壊 鈴 木 真 一…（41）
共和制国家における国家元首の法的性質 2 縣 幸 雄…（55）
第13号（昭和56年3月）
〔国 文 学〕
「事可然様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（ 1）
中世の文学と思想 望 月 真…（15）
蜀山人大田南畝書簡 続 浜 田 義一郎…（25）




共和制国家における国家元首の法的性質3（完） 縣 幸 雄…（27）
明治における文庫本考 民友社・国民叢書を中心に 鈴 木 徳 三…（47）
第14号（昭和57年3月）
〔国 文 学〕
「麗様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（ 1）
初代笠亭仙果年譜稿 その三 石 川 了…（17）
（資料紹介）
アストン「日本語口語文典」 初版影印 渡 邊 修…（39）
定年：停年 天 沼 寧…（65）
〔英 文 学〕
TradeTermsとその背景 大 崎 正 瑠…（113）
シェイクスピアにつながる人々 日本におけるシェイクスピア 森 谷 佐三郎…（139）
ポール・モレルの年譜 『息子と恋人』のモデル論的一考察 田 中 英 史…（157）
・アブサロム，アブサロム”に見るフォークナーの神話性



























・DeathintheWoods”の評価をめぐって 小 林 祐 二…（189）
〔一般教育〕
現代フランス語における間接補語代名詞の用法について
所有与格再考 松 田 孝 江…（83）
信仰と理性 ロックとボイル 鎌 井 敏 和…（97）
第15号（昭和58年3月）
〔国 文 学〕
消奈行文伝考 万葉集人物伝研究 川 上 富 吉…（ 1）
「長高様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（25）
江戸文人の歳月 大田南畝 浜 田 義一郎…（45）
初代笠亭仙果年譜稿 補遺（上） 石 川 了…（83）
外『天保物語』論 「護持院原の敵討」を中心に 須 田 喜代次…（97）
中原中也と太宰治（稿） 飛 高 隆 夫…（111）
醵出：拠出 天 沼 寧…（ 1）
〔英 文 学〕
シェイクスピアにつながる人々 日本におけるシェイクスピア 森 谷 佐三郎…（ 1）
ベン・ジョンソンのマスク研究 今 井 晴 子…（15）
ホプキンズの詩の二重性 安 吉 逸 季…（29）
ルイ・カザミヤンのイギリス研究方法
『大英国』におけるウェールズ地方の映像 石 川 京 子…（43）
前位修飾現在分詞の研究 久 泉 鶴 雄…（67）
日英語の母音間/h/の音響的特質について 河野 武（他）…（79）
英文船荷証券約款 大 崎 正 瑠…（85）
〔一般教育〕
帝国憲法における「元首」という語の制定の目的 縣 幸 雄…（ 1）
第16号（昭和59年3月）
〔国 文 学〕
「面白様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（ 1）
初代笠亭仙果年譜稿 補遺（下） 石 川 了…（15）
アストン日本語口語文典（3本対校）その一 渡 邊 修…（ 1）
くりかえし符号 天 沼 寧…（31）
〔英 文 学〕
シェイクスピアにつながる人々 日本におけるシェイクスピア 森 谷 佐三郎…（ 1）
ベン・ジョンソンのマスク研究 TheMasqueofQueensについて 兵 頭 晴 子…（17）
ジョン・ファウルズの世界 横 山 幸 三…（25）
シャーウッド・アンダスンの南部と黒人 小 林 祐 二…（43）































キブツにおける家族主義の動向 鈴 木 真 一…（ 1）
フランス語の中の英米外来語について 松 田 孝 江…（17）
第17号（昭和60年3月）
〔国 文 学〕
後拾遺和歌集私注 柏 木 由 夫…（ 1）
「幽玄様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（13）
新資料紹介 京都女子大学蔵「何草百韻」 専順を中心として 斎 藤 義 光…（31）
「ケ」の字について 天 沼 寧…（ 1）
〔英 文 学〕




日本語そして外国語を考える 大 崎 正 瑠…（41）
〔一 般〕
帝国憲法における「元首」という語の規範的意味 縣 幸 雄…（ 1）
ケンブリッジ・プラトニスト文献ノート
（ケンブリッジ・プラトニスト研究Ⅰ） 鎌 井 敏 和…（ 1）
第18号（昭和61年3月）
〔国 文 学〕
「有心体」考 定家十体の内 武 田 元 治…（ 1）
霊験譚と権化の思想 望 月 真…（29）
「心敬専順両師点宗祗付句」翻刻と解説 斎 藤 義 光…（37）
『出雲国風土記』島根郡の「中鑿南北船猶往来也」 服 部 旦…（51）




Nancyの描写をめぐって 小 林 祐 二…（31）
日本，ハワイ，グアムの義理人情の比較研究 石 井 敏…（47）
前位修飾現在分詞の研究 久 泉 鶴 雄…（59）
船荷証券の流通と譲渡 大 崎 正 瑠…（71）
〔一 般〕
小型版・文庫本の呼称沿革考（前） 叢書篇 鈴 木 徳 三…（ 1）
第19号（昭和62年3月）
〔国 文 学〕


























中世文学の課題 功力と鎮魂 望 月 真…（19）
晩年の基佐連歌 付，資料紹介 斎 藤 義 光…（31）
『出雲国風土記』島根郡家の比定 瀬埼戍の比定と古道の“復元”を
手がかりとして （附説）出雲国の戍の制と機能 服 部 旦…（45）
多義語と隠喩 西 尾 寅 弥…（85）
ビール：麦酒 天 沼 寧…（ 1）
〔英 文 学〕
W.S.マーウィンの詩 一新されたスタイルについて 徳 永 暢 三…（ 1）
自然に対する観念とその描写 ホイットマンと国木田独歩 小 林 祐 二…（15）
ハックスリーのロレンス 一九二九～一九三一年 坂 口 明 徳…（33）
英語イントネーションの談話機能について 河 野 武…（51）
他動詞から派生した前位修飾の‘-ing’形 久 泉 鶴 雄…（63）
船荷証券の提出と積荷の引取 大 崎 正 瑠…（73）
〔一般教育〕
請願権考 その一 奨励と抑圧と許容の系譜 縣 幸 雄…（ 1）
小型版・文庫本の呼称沿革考（中） 史的展開篇 鈴 木 徳 三…（37）
オニーダへの道 鈴 木 真 一…（ 1）
フランス語における前置詞句の代理詞について 松 田 孝 江…（17）
第20号（昭和63年3月）
〔国 文 学〕
「有一節様」考 定家十体の内 武 田 元 治…（ 1）








・Reading・と ・Swamp・との対置 小 林 祐 二…（ 1）
TheHamlet 語りの構造 氏 家 春 生…（17）
ドン・デリロのGreatJonesStreetに見るランガージュの呪縛 小 林 史 子…（27）
受身的動名詞句をとる述語動詞について 原 田 龍 二…（39）
日英語比較統語論 日本語の長距離移動 倉 田 清…（49）
日米大学生の外国人イメージの比較研究 石 井 敏…（69）
マスメディアと言語政策
ニュージーランドのマオリ語の存続と放送媒体の関係を中心に 森 住 衛…（77）
〔一般教育〕
請願権考 その二 奨励と抑圧と許容の系譜 縣 幸 雄…（ 1）




































附説『出雲国風土記』の山の「高さ」は，「登山道の長さ」ではない 服 部 旦…（ 1）
浮舟という人 「…人」の表現性から 倉 田 実…（21）
定家十体について 武 田 元 治…（35）
翻刻・解説 宗養連歌百韻撰 斎 藤 義 光…（47）
大妻女子大学所蔵『蜀山人自筆文書』について 石 川 了…（69）
森鴎外「緑葉歎」論 緑葉の歎き 松 木 博…（91）
「行人」論 「男の道徳」「女の道徳」 須 田 喜代次…（99）
徳富蘇峰と川田順 老いらくの「青春」 濱 川 博…（109）
〔英 文 学〕
RobertLowel:“MemoriesofWestStreetandLepke”と，
その創作過程について 徳 永 暢 三…（ 1）
「談話における焦点主語について」 河 野 武…（31）
異文化間コミュニケーションにおける価値観 日米比較研究 石 井 敏…（43）
国際補助語としての英語教育からみたトワピシンと
エスペラントの簡潔性 森 住 衛…（51）
〔一般教育〕
請願権考 その三 奨励と抑圧と許容の系譜 縣 幸 雄…（ 1）
キブツの第二世代と拡大家族 鈴 木 真 一…（31）
近隣・友人関係とエスニシティ







附説 枕木山華蔵寺の成立と長見川の水源信仰 服 部 旦…（ 1）
和泉式部と橘道貞 伊 藤 博…（33）
「帚木」巻における「…人」表現について 倉 田 実…（49）
「幽玄」用例注釈 俊成の用例について 武 田 元 治…（57）
上総に於ける安然の伝説 『安然旧跡書』と『道脇寺由来記』 永 井 義 憲…（77）
時事新報「文芸」欄目録（一〇） 大正13年1月～12月 池 内 輝 雄…（91）


























モンテーニュとイギリス・エッセイ文学 W.Hazlittの教育論 中 川 誠…（ 1）
SheilaKaye-SmithのSussexGorseについて〔四〕 井 手 志 郎…（23）
『終わりなき日々』研究ノート 第4稿を中心に 山 名 章 二…（35）
英語と日本語における非対称性 倉 田 清…（45）
ACROSS-CULTURALCOMPARISONOFLONELINESS 石井 敏・他…（63）
『トリストラム・シャンディ』受容史




の形式を巡って 大 野 真…（ 1）
アメリカ・コミューン運動の現代的意味 鈴 木 真 一…（19）
クーヴァードと社会的父子関係 馬 場 優 子…（33）
公職選挙法における連座制の合憲性について（上） 縣 幸 雄…（ 1）
第23号（平成3年3月）
〔国 文 学〕
明石の君をめぐる「……人」表現 倉 田 実…（ 1）
後拾遺和歌集私注 柏 木 由 夫…（15）
「幽玄」用例注釈 基俊までの用例と定家の用例 武 田 元 治…（25）
『竹斎』東下考 花 田 富二夫…（43）
雑誌「少年園」と森外 松 木 博…（57）
漱石の朝日時代とその周辺 濱 川 博…（67）
職業書画家としての呉昌碩およびその弟子達 松 村 茂 樹…（89）
〔英 文 学〕
ハズリットの恋 新ピグマリオン譚 中 川 誠…（ 1）
「デカルトの夢，ワーズワスの夢 本と石と貝殻をめぐって 」 井 上 美沙子…（21）
AReviewofChaucer・sUseofVariation
inRelationtoRimeandMeter  正次郎…（29）
英語の無声閉鎖音と気音化についての一考 原 田 龍 二…（37）
DifferencesinNonverbalImmediacy
betweenJapanese,Finns,andAmericans 石井 敏・他…（47）
福沢諭吉と演説 平 井 一 弘…（57）
ElectronicNetworkCommunication J.K.Buda…（73）
『トリストラム・シャンディ』受容史
第一・二巻（一七六〇年）の衝撃と波紋 伊 藤 誓…（ 1）
〔一般教育〕
請願権考 その四（完） 奨励と抑圧と許容の系譜 縣 幸 雄…（101）
男子再生産儀礼の社会文化的意義
性的同一化，父性，および社会組織の視点から 馬 場 優 子…（121）
































Brander-Spencerモデルを中心として 松 村 敦 子…（ 1）
第24号（平成4年3月）
〔国 文 学〕
光源氏という人 倉 田 実…（ 1）
「幽玄」用例注釈 武 田 元 治…（21）
帝室博物館総長兼図書頭時代の外森林太郎 須 田 喜代次…（45）
詩雑誌「学校」研究 杉 浦 静…（55）
漸江と徽派版画の関係について 松 村 茂 樹…（65）
漢和辞典の部首索引について 天 沼 寧…（ 1）
〔英 文 学〕
ドゥ・クィンシーの文学と足音 武 藤 哲 郎…（ 1）




パーソナル・コンピュータを用いたテキスト・データベースの作製 原 田 龍 二…（35）
主題優勢言語におけるpro 守 田 美 子…（55）
再考：福沢諭吉と演説 「演説」とパブリック・スピーキング 平 井 一 弘…（63）
LanguageShiftinAustraliaandCanada J.K.Buda…（79）
『マビノーギ』研究 「マクセン・ウレデクの夢」の物語をめぐって 中 野 節 子…（ 1）
〔一般教育〕
明治期における『ボール表紙本』の刊行 鈴 木 徳 三…（ 1）
公職選挙法における連座制の合憲性について（下） 縣 幸 雄…（ 5）
掘り棒とトマホーク
イロクォイ母系制における女性の地位と役割  馬 場 優 子…（27）
レイモン・アロンとフランス社会学 鈴 木 真 一…（43）
利潤分配と企業内福利厚生 岸 智 子…（17）
善良な未開人の虚像と実像（Ⅱ） ラオンタンからディドロまで 小 池 健 男…（ 1）
第25号（平成5年3月）
〔国 文 学〕
持統十一年四月の霍公鳥 弓削皇子と額田王の吉野宮贈答歌 川 上 富 吉…（ 1）
「わが身をたどる表現」論 『源氏物語』正篇の女君の場合 倉 田 実…（ 7）
「幽玄」用例注釈 武 田 元 治…（49）
『大明仁孝皇后勧善書』（上）
巻三〈孝子譚〉を中心とする 稲葉 二柄／花田富二夫…（81）
仮名草子漢画風挿絵考 花 田 富二夫…（97）
古代形容詞類型考察のための一視点 吉 田 光 浩…（109）






































パーソナルコンピュータを用いたタガログ語語根解析の試み 原 田 龍 二…（33）
福沢諭吉の「議論」論：『文明論之概略』第一章における「本位」と
アリストテレスの審議的弁論に特有なトポスとの比較 平 井 一 弘…（47）
『マビノーギ』研究 「スィッズとセヴェレスの物語」をめぐって 中 野 節 子…（ 1）
〔一般教育〕
公職選挙法における供託金制度の合憲性について 縣 幸 雄…（ 1）
フランス語の正書法改革について 松 田 孝 江…（ 1）
出会いのエロス，邂逅の不可思議 『ベルリン・天使の詩』を巡って 大 野 真…（ 1）
青ヶ島における再生産儀礼と社会組織 馬 場 優 子…（23）
利潤分配の雇用拡大効果について 岸 智 子…（ 1）
第26号（平成6年3月）
〔国 文 学〕
旅路 万葉の歌と環境 川 上 富 吉…（ 1）
「わが身をたどる表現」論 『源氏物語』正篇の男君と続篇の場合 倉 田 実…（13）
「幽玄」用例注釈 武 田 元 治…（93）
『大明仁孝皇后勧善書』（下） 巻三〈孝子譚〉を中心とする 稲葉 二柄／花田富二夫…（121）
茂林寺と分福茶釜 榎 本 千 賀…（135）
幕末続き物合巻と切附本 『古今草紙合』の場合 石 川 了…（159）
肥下恒夫宛保田与重郎書簡 熊木 哲／杉浦 静／須田喜代次／松木 博…（183）
中世の女流仮名文にみられる和漢対立副詞の使用状況について 吉 田 光 浩…（221）
〔英 文 学〕




BindinginEnglishandJapanese（Ⅰ） 倉 田 清…（39）
ValueDifferencesAmongJapanese,Korean,andAmericanColegeStudents
SatoshiIshi,CandiceThomasandDonaldKlopf…（51）
福沢諭吉『文明論之概略』における智徳論 命題，譬えおよび史文 平 井 一 弘…（57）
ビジネス・コミュニケーションを考える 大 崎 正 瑠…（87）
商業通信文における略語表記 豊 田 暁…（133）

































適法手続の保障と公民権停止 縣 幸 雄…（229）
A.シュニッツラーと〈逃げる女
出会いのエロス，邂逅の不可思議 大 野 真…（243）
ポリネシアにおける養子・里子慣行 馬 場 優 子…（25）
現代フランス語における代名動詞について（Ⅱ）
無情物主語の構文を中心に 松 田 孝 江…（ 9）
労働組合の経済効果 企業内福利厚生と雇用に関して 岸 智 子…（ 1）
第27号（平成7年3月）
〔国 文 学〕
浮舟の「わが身をたどる表現」論 倉 田 実…（ 1）
西行自歌合注釈 武 田 元 治…（23）
東洋大学附属図書館蔵『小萩かもと』攷 榎 本 千 賀…（37）
康工編『俳諧百一集』の板木について 石 川 了…（69）
西垣脩の詩と俳句 飛 高 隆 夫…（79）
名詞形成接尾辞サについて 西 尾 寅 弥…（101）
陶淵明の詩における鳥の表現について 増 野 弘 幸…（113）
〔英 文 学〕
D.H.ロレンス『白孔雀』の自伝性 語り手の人物像を中心に 田 中 英 史…（ 1）
『世界の片隅』にみるナイボールの新しい物語形式について 武 藤 哲 郎…（13）
InteractionofLexicalandBoundary-MarkingAccentsisJapanese 河 野 武…（23）
BindinginEnglishandJapanese（Ⅱ） 倉 田 清…（35）
Postscriptの構造 豊 田 暁…（43）
『マビノーギ』研究 「エヴラウグの息子ペレドルの物語」をめぐって 中 野 節 子…（ 1）
〔一般教育〕
憲法一〇条の規範的意味の再検討
国籍法二条三号の「父母がともに知れないとき」を素材として 縣 幸 雄…（123）
日本近世社会の比較史的考察
マルク・ブロック『封建社会』を手がかりとして 高 木 不 二…（137）
日本法における離婚後の単独親権とフランス法における親権共同行使
フランスの一九八七年七月二二日法及び
一九九三年一月八日法の改正を中心とする比較法的考察 山 田 美枝子…（33）
フランス語の数詞について 松 田 孝 江…（19）
先駆者ラオンタン 小 池 健 男…（ 7）
規模の経済，利潤分配と日本の経済発展 岸 智 子…（ 1）
第28号（平成8年3月）
〔国 文 学〕
表情の発見 夕霧の「…顔」表現 倉 田 実…（ 1）




























『像百人 狂謌弄花集』（翻刻・上） 石 川 了…（37）
詩誌「海盤車」 ・EtoiledeMer・ 細目（稿） 飛 高 隆 夫…（65）
「戦時下における児童文化」について（その一）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（79）
滑川澹如記事 呉昌碩和日本文人交流側記 松 村 茂 樹…（91）
〔英 文 学〕
『ヴェニスの商人』におけるアントーニオーの役割 兵 頭 晴 子…（ 1）
AntonyandCleopatra試論 脱構築的に 春 原 正 彦…（ 7）
AJourneyofLove:TheOriginandDevelopment
of・AWornPath・asaShortStory RonaldW.Thornton…（21）
BimoraicCompensationofMonomoraicWordsinJapanese 原 田 龍 二…（27）




福沢諭吉『文明論之概略』「第三章」に見るギゾーの原書の「斟酌」 平 井 一 弘…（65）
LearningStyles:AnAttemptataQuantitativeAssessment GordonLiversidge…（93）
コミュニケーション研究発達小史 大 崎 正 瑠…（115）
『マビノーギ』研究 「エルビンの息子ゲレイントの物語」をめぐって 中 野 節 子…（ 1）
〔一般教育〕
危機管理体制と内閣総理大臣の権限 縣 幸 雄…（103）
牧人の笑い ホフマンスタール『白い扇』を巡って 大 野 真…（113）
ニウエ島の村落生活 馬 場 優 子…（21）
ReducedHoursofWorkandWorkers・Utility 岸 智 子…（ 1）
第29号（平成9年3月）
〔国 文 学〕
薫の表情 「…顔」表現の反復 倉 田 実…（ 1）
西行自歌合注釈 武 田 元 治…（13）
『像百人 狂謌弄花集』（翻刻・下） 石 川 了…（37）
矢野龍渓の文学表現をめぐって 松 木 博…（79）
「戦時下における児童文化」について（その二）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（87）
金田一京助「現代かなづかいの意義」の意義 大 木 正 義…（101）
多義語を含む類義表現について 西 尾 寅 弥…（115）











































物語の面白さから方法の面白さへ 武 藤 哲 郎…（ 1）
シャム双生児と太極図 JohnBarthの ・Petition・について 小 林 史 子…（ 9）
MargaretAtwood・sSurfacingasaPaychologicalNovel LindaGilbert…（17）
TheMorphologicalResultativeConstructioninEnglish 守 田 美 子…（29）
・acaseof・ 村 田 勇三郎…（37）
いわゆるECM構文とその周辺 上 野 義 雄…（43）
なぜ日本文明は後れているのか
『文明論之概略』第八章と第九章の対比に見る福沢諭吉の日欧比較文明論 平 井 一 弘…（63）
〔一般教育〕
史跡としての陵墓の憲法問題 縣 幸 雄…（289）




宍道町神社研究のための基礎的資料として 服 部 旦…（ 1）
逢ひて逢はぬ恋〉の狭衣 女二の宮物語の表現と方法 倉 田 実…（43）
西行自歌合注釈（四） 武 田 元 治…（61）
三好達治のの詩を読む 飛 高 隆 夫…（85）
「戦時下における児童文化」について（その三）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（95）
〔英 文 学〕
ベン・ジョンソンのマスク：『無知と愚行から解放されたキューピッド』 兵 頭 晴 子…（ 1）
あるヴィクトリア婦人の肖像
レディ・シャーロット・シュライバー：
真の貴婦人の生き方（noblesseoblige）を追って 中 野 節 子…（ 9）
ネットスタディ インターネットによる文学リサーチ 石 木 利 明…（23）
ReconcilingtheEndingofKatherineAnnePorter・s
・PaleHorse,PaleRider・ RonaldW.Thornton…（37）
英訳『小倉百人一首』の楽しみ方 米 塚 真 治…（47）
いわゆるECM構文とその周辺（その2） 上 野 義 雄…（63）
福沢諭吉『文明論之概略』第十章における「自国の独立」の論じ方 平 井 一 弘…（79）
日韓異文化コミュニケーション 対人レベルを中心に 大 崎 正 瑠…（107）
〔一般教育〕
産業廃棄物処理の憲法問題 特に焼却炉の問題を中心にして 縣 幸 雄…（109）
南太平洋ニウエ島における慣習的養取制度の現代的意味 馬 場 優 子…（ 1）






























三崎神社・大森神社を中心として 服 部 旦…（ 1）
源氏宮思慕の独詠歌 倉 田 実…（63）
西行自歌合注釈 武 田 元 治…（75）
富山浄禅寺蔵の二種の一遍及び一遍真教の近世掛幅絵伝 渡 邊 昭 五…（97）
『狗張子』注釈 江 本 裕…（107）
正岡子規の俳句革新 写生と伝統の問題 飛 高 隆 夫…（123）
「戦時下における児童文化」について（その四）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（133）
「流行語」研究の諸問題（上）〈附・六種資料対照近現代流行語年表 吉 田 光 浩…（145）
〔英 文 系〕
英訳『小倉百人一首』の楽しみ方 米 塚 真 治…（ 1）
TheMetaphysicalQualityofLuigiPirandelo・s
SixCharactersinSearchofanAuthor LindaGilbert…（13）
英語における発音の競合現象について 村 上 丘…（23）
日本語形態論試論（その2） 上 野 義 雄…（37）
福沢諭吉『増訂華英通語』の「音訳」と「義訳」 平 井 一 弘…（65）
副詞latelyとrecentlyの用法 コンピュータによる調査 豊 田 暁…（107）
ウェールズのアーサーをめぐって 歴史と文学の中から 中 野 節 子…（119）
〔教 養 等〕
比較広告，おとり広告と表現の自由 縣 幸 雄…（169）
ニウエ島の土地紛争を通して見た血縁集団の動態 馬 場 優 子…（131）
善良な未開人の虚像と実像（Ⅲ） 小 池 健 男…（147）




三崎神社・大森神社を中心として 服 部 旦…（ 1）
『中宮亮重家朝臣家歌合』注釈 武 田 元 治…（31）
中世王朝物語における人物の喩
『あきぎり』『浅茅が露』『海人の刈藻』の場合 倉 田 実…（63）
『狗張子』注釈	 江 本 裕…（71）
「楚囚之詩」について 木 村 幸 雄…（99）
「戦時下における児童文化」について（その五）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（111）

































映画『第三の男』の構成とヴィジョン 兵 頭 晴 子…（25）
分節なき世界の英雄 JohnBarth,GilesGoat-Boy試論 小 林 史 子…（35）
nevermindの構造 村 田 勇三郎…（49）
LocalReference,GlobalReference,andParagraphs TakeshiKohno…（59）
クリプトタイプ文法の輪郭 村 上 丘…（71）
MultimediaTexts:AValidationSurveyofLearners・Perspectives
ofCaptioning GordonLiversidge…（79）
季節名と冠詞 コンピュータによる調査 豊 田 暁…（95）
〔教 養 等〕
チャンドスの河 ホフマンスタールから三島由紀夫へ 大 野 真…（ 1）
L・AlternancePrepositionneleentreAetDansdanslaconstructionVerbe
PrepositionGroupeNominal（GroupeNominalnomdelieu） TakaeMatsuda…（105）
空間分類と民俗「衛生」観念 清潔・不潔観について 馬 場 優 子…（115）
政府広報の憲法問題 特に環境基本法二五条，二七条を中心にして 縣 幸 雄…（133）
人類における情報の伝達 情報の記録化 鈴 木 徳 三…（145）
第33号（平成13年3月）
〔日 文 系〕
斉明天皇七年春正月七日の印南 『萬葉集』巻第一「中大兄三山歌」考 川 上 富 吉…（ 1）
平安朝恋歌の「…人」表現 その傾向と「つれなき人」をめぐって 倉 田 実…（15）
『中宮亮重家朝臣家歌合』注釈 武 田 元 治…（27）
［翻刻］大妻女子大学図書館蔵『徒然草』（永禄六年写） 稲 葉 二 柄…（71）
『狗張子』注釈 江 本 裕…（107）
高村光太郎『道程』を読む 飛 高 隆 夫…（123）
「戦時下における児童文化」について（その六）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（135）
論語総略について 高 橋 均…（151）
〔英 文 系〕




コンピュータによる調査 豊 田 暁…（25）
付加疑問文の関連性モダリティ 河 野 武…（35）
光（祝福）と闇（呪い）の女神たち
『マビノギオン』（YMavinogion）の女性像をめぐって































南太平洋ニウエ島における土地保有制度「近代化」への逡巡 馬 場 優 子…（59）
疾病概念の発達的研究 子どもの疾病観と疾病不安 滝 沢 武 久…（77）
人類における情報の伝達 情報の記録化から普及 鈴 木 徳 三…（97）
不法な政府広報とは？ 憲法一七条との関連において 縣 幸 雄…（109）




八代集の傾向と「問ふ人」その他をめぐって 倉 田 実…（ 1）
『住吉社歌合』注釈 武 田 元 治…（13）
大妻女子大学図書館蔵『徒然草』（永禄六年写）の書誌 稲 葉 二 柄…（61）
高村光太郎『道程』を読む 飛 高 隆 夫…（67）
『時間』について 木 村 幸 雄…（79）
「戦時下における児童文化」について（その七）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（91）
〔英 文 系〕
クリプトタイプ文法の輪郭 村 上 丘…（ 1）





小 林 史 子…（25）
フォークナー大佐研究 氏 家 春 生…（35）
二〇〇一年ブッカー賞 文学産業と小説の質について 武 藤 哲 郎…（43）
英訳『小倉百人一首』の楽しみ方 米 塚 真 治…（53）
〔教 養 等〕
パブリシティ権の憲法問題 縣 幸 雄…（ 1）
疾病概念の発達的研究 幼児の疾病観 滝 沢 武 久…（13）












（附）『出雲国風土記』嶋根郡諸島の比定と編纂過程について 服 部 旦
あさけ
…（ 1）
『狭衣物語』の今姫君の養女性をめぐって 倉 田 実…（33）
『住吉社歌合』注釈 武 田 元 治…（47）
大妻女子大学所蔵 狂歌・狂文・狂歌師関係和本書目（続）
平成三年二月～同十四年十二月 石 川 了…（75）
透谷の「絶情」について 木 村 幸 雄…（103）





























高村光太郎『道程』を読む 飛 高 隆 夫…（131）
「戦時下における児童文化」について（その八）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開 熊 木 哲…（157）
論語総略について 高 橋 均…（177）
〔英文学科・短大英文科〕
マキューアンの小説にみるモラルについて
FirstLove,LastRitesからAtonementまで 武 藤 哲 郎…（ 1）
QuantificationalPrefixesinJapanese YoshikoMorita…（11）




「癒されざる憤怒」について 死刑廃止論とドストエフスキイ 大 野 真…（191）
ガバナンスとしての交流促進事業，
多極分散型国土形成促進法と憲法理論 縣 幸 雄…（ 1）
口承の力 コロニアル期ニウエ島の土地紛争 馬 場 優 子…（13）
火山噴火と揺れ動く心理 藤 吉 洋一郎…（25）
仏英基本語彙対照覚え書き（Ⅱ） 松 田 孝 江…（39）










」（『日本書紀』）の意味 服 部 旦…（ 1）
入内した養女たち 『栄花物語』から 倉 田 実…（49）
『広田社歌合』注釈 	 武 田 元 治…（67）
高村光太郎『道程』を読む 
 飛 高 隆 夫…（105）
「戦時下における児童文化」について（その九）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開  熊 木 哲…（135）
〔英文学科・短大英文科〕
ThePloughman・sLunchにみる政治と個人のモラル 武 藤 哲 郎…（ 1）
ウェールズの英雄像を追って
「エヴラウクの息子ペレドゥルの物語」から 中 野 節 子…（11）
OnLightVerbConstructionsinEnglish YoshikoMorita…（23）
エコー疑問文のメタ表示と関連性評価 河 野 武…（37）
構成主義によるCLT再定義 伊 東 武 彦…（47）
名詞句外置（NominalExtraposition） 村 田 勇三郎…（57）
ハイパーテクストとポストモダニズム 石 木 利 明…（71）
折りあい＝生きる






























信用毀損罪，不当競争防止法の営業誹謗行為を中心にして 縣 幸 雄…（ 1）
オセアニアにおける養取をめぐる贈与交換
北部ギルバート諸島における養子・里子慣行の考察 馬 場 優 子…（13）
災害体験に学ぶには
鳥取県西部地震，日野町震災シンポジウムからの提言 藤 吉 洋一郎…（27）










」（『日本書紀』）の意味 服 部 旦…（ 1）
『夜の寝覚』老関白の養子について 三位中将と左衛門督 倉 田 実…（53）
『広田社歌合』注釈  武 田 元 治…（65）
『狗張子』注釈  江本 裕 編…（115）
高村光太郎『道程』を読む 	 飛 高 
 夫…（139）
「炭鉱地帯病院」小論 木 村 幸 雄…（181）
「子規の俳論」の伊東静雄 渡 部 満 彦…（189）
「戦時下における児童文化」について（その一〇）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開（一〇） 熊 木 哲…（203）
王弼「論語釈疑」考 高 橋 均…（219）
黎明期の日本人米国留学生 日下部太郎をめぐって 髙 木 不 二…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
二人の労働者とサッチャー首相
イアン・マキューアンの『時間のなかの子供』 武 藤 哲 郎…（ 1）
ウェールズの聖杯伝説 「エヴラウクの息子ペレドゥルの物語」から 中 野 節 子…（15）
・AlCausesShalGiveWay・ マクベス王の闘争 春 原 正 彦…（29）
日本語の助動詞の特性について 守 田 美 子…（41）
英語の時刻表記について 豊 田 暁…（49）
MediaLiteracy:AnUnknownConceptinJapan? GordonLiversidge…（63）
Comethere;gohereの場合 Deixis 村 田 勇三郎…（77）
「ダブル」の諸相 スティーヴン・ミルハウザー『作品展のカタログ
エドマンド・ムーラッシュ（一八一〇一八四六）の絵画』試論 小 林 史 子…（83）
ロバート・ロウエルの評価に向けて 徳 永 暢 三…（93）
〔コミュニケーション文化学科〕
南太平洋の一無階層社会におけるキリスト教受容過程 馬 場 優 子…（ 1）
新潟豪雨被災者アンケートから 藤 吉 洋一郎…（25）
金大中大統領の対日大衆文化開放政策の歴史的意味
反日の克服から他文化受容へ 前 田 康 博…（45）






























ロシアにおける言語とエスニック・アイデンティティの諸問題 森 岡 修 一…（67）
第38号（平成18年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
『蜻蛉日記』の養女求婚譚 倉 田 実…（ 1）





を書くのが歴史｣ ｢漂民宇三郎」を書く井伏鱒二 須 田 喜代次…（45）
『狗張子』注釈  江 本 裕…（59）
｢戦時下における児童文化｣について（その一一）
｢東日小学生新聞｣の｢紙上作品展覧会｣における位相と展開（一一） 熊 木 哲…（101）
高村光太郎『道程』を読む  飛 高  夫…（123）
『神道集』巻八―四十七話
｢上野群馬郡桃井郷上村内八箇権現事」と船尾山焼失譚 榎 本 千 賀…（155）
ドイツ文学の伊東静雄 渡 部 満 彦…（177）
横井左平太・大平のアメリカ留学生活 アメリカ側の史料から 高 木 不 二…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
話法の語用論的制約 河 野 武…（ 1）
英国における最近の日付表記法 豊 田 暁…（13）
ウェールズ文化の保存に尽くして
スァノーヴェル夫人（一八〇二―九六）の生涯 中 野 節 子…（29）
神経外科医の一日 イアン・マキューアンの超現実的小説『土曜日』 武 藤 哲 郎…（43）
二〇〇三年アメリカ文芸の定点観測
プルー，ベイカー，『パーティザン・レヴュー』終刊と
S・ソンタグ，ルグウィン，J・ディディオン，トバイアス・ウルフ 米 塚 真 治…（53）
〔コミュニケーション文化学科〕
行政機関が行う広聴活動の憲法問題 縣 幸 雄…（ 1）
自転車を駆る女，或いは聖なる娼婦
映画『暗い日曜日』を｢読む｣ 大 野 真…（21）
Temperament,Genes,CultureandCommunication:
aBioculturalTheoryofExplicitStructureinCommunication CharlesB.Pribyl…（37）
インド洋大津波とコミュニケーション文化 藤 吉 洋一郎…（53）
第39号（平成19年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
春日蔵首老伝考 萬葉集人物伝研究 川 上 富 吉…（ 1）
夕霧家と左大臣家の養子女たち 移動する子ども 倉 田 実…（13）
『別雷社歌合』注釈 	 武 田 元 治…（23）
『婦人公論』のメディア戦略 
円本〉以後の出版流通の観点から 五味渕 典 嗣…（51）
「戦時下における児童文化」について（その一二）
「東日小学生新聞」の「紙上作品展覧会」における位相と展開（一二） 熊 木 哲…（73）



























伊東静雄のリルケ体験 渡 部 満 彦…（123）
〔英文学科・短大英文科〕
・CatintheRain・ なにが曖昧か 栗 原 裕…（ 1）
ある田舎の画家の肖像
C.F.タニクリフ（CharlesF.Tunnicliffe,190179）の生涯と仕事 中 野 節 子…（13）
絶えることのない人間の狂気 イアン・マキューアンの『黒い犬』 武 藤 哲 郎…（35）
中間自動詞再考 村 田 勇三郎…（47）
〔コミュニケーション文化学科〕
Fakaalofa考 南太平洋小島嶼社会における互酬的交換 馬 場 優 子…（ 1）
第40号（平成20年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
遣水の滝を詠む和歌 『伊勢集』と敦忠の音羽山荘から 倉 田 実…（ 1）
『別雷社歌合』注釈  武 田 元 治…（15）
三世浅草庵黒川春村の門人たち
解題・翻刻『草庵五百人一首』付、人名索引 石 川 了…（45）
対抗的公共圏の言説編制 『新高新報』日文欄をめぐって 五味渕 典 嗣…（97）
「戦時下における児童文化」について（その一三）
「少國民新聞」（東日版）における読者投稿作品の位相と展開 熊 木 哲…（113）
高村光太郎『道程』を読む  飛 高 隆 夫…（139）
伊東静雄 青年期の読書体験 渡 部 満 彦…（169）
〔英文学科・短大英文科〕
何が若い恋人たちの運命を変えたのか？
イアン・マキューアンのOnChesilBeach 武 藤 哲 郎…（ 1）
動名詞点描 村 田 勇三郎…（11）
〔コミュニケーション文化学科〕
呉昌碩と水野疎梅 松 村 茂 樹…（ 1）
洪水の前に地上を去る者への哀歌 映画『暗い日曜日』を「読む」 大 野 真…（ 1）
南太平洋コロニアル期における駐在弁務官の悲劇をめぐって 馬 場 優 子…（15）
深尾須磨子とコレット 松 田 孝 江…（35）
第41号（平成21年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
歌人伊勢の家とその交遊関係 朝忠・雅正・清正・敦忠など 倉 田 実…（ 1）
『建春門院北面歌合』注釈 武 田 元 治…（13）
翻刻『功名咄』一（上巻ノ上） 江本 裕 編…（45）
『諸家小伝録』に見えたる人々 石 川 了…（67）
「戦時下における児童文化」 について（その一四）
「少國民新聞」（東日版）における読者投稿作品の位相と展開（二） 熊 木 哲…（89）
伊東静雄 生誕から就職まで 編年体的備忘録 渡 部 満 彦…（107）






























オペラForYouを書くことによってイアン・マキューアンが得たもの 武 藤 哲 郎…（ 1）
二つの「怪童物語」を追って ペレドゥルと金太郎 中 野 節 子…（13）
〔コミュニケーション文化学科〕
洪水のあとに流れる曲は 映画『暗い日曜日』を「読む」 大 野 真…（ 1）
第42号（平成22年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
女が男に物を返す時 平安和歌にみる離婚・離縁 倉 田 実…（ 1）
治承三年十月『右大臣家歌合』注釈 武 田 元 治…（15）
『功名咄』一（上巻ノ下） 江本 裕 編…（49）
山東京鶴の滑稽本『御 室八十八ヶ所四国栗毛』
翻刻とその版木および著者について （上） 石 川 了…（67）
｢戦時下における児童文化｣について（その一五）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開  熊 木 哲…（79）
品詞構成率に基づくテキスト分析の可能性
メール自己紹介文、小説、作文、名大コーパスの比較から 中 尾 桂 子…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
「評価の不透明性」と自由間接話法
『自負と偏見』におけるオースティンの語りの技法 武 藤 哲 郎…（ 1）




作家はどのように誕生するか コレットの場合 松 田 孝 江…（ 1）
広告収入モデルから，少額課金制へ
ネット記事有料化を模索する新聞界 松 浦 康 彦…（13）
第43号（平成23年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
『源氏物語』の「妻戸」考 寝殿造の出入口 倉 田 実…（ 1）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（17）
『新宮撰歌合』注釈 武 田 元 治…（41）
『功名咄』三（中巻ノ上） 江本 裕 編…（69）
ちりめん本研究 解題・翻訳 松室八千三版『昔噺』 榎 本 千 賀…（93）
「戦時下における児童文化」について（その一六）
「少國民新聞」（東日版）における読者投稿作品の位相と展開  熊 木 哲…（125）
読解支援のための簡略化手法に対する一考察
「やさしい日本語」への変換による読解支援を目指して 中 尾 桂 子…（ 1）
服部四郎 昭和30（・55）年12月18日琉球大学送別会演説草稿


























E.L.ドクトロウのRagtimeにおける語りの技法 武 藤 哲 郎…（ 1）




呉昌碩「魯道人重定詩文潤格」をめぐって 松 村 茂 樹…（201）
1950年代韓国の対南ベトナム外交 松 田 春 香…（ 1）
第44号（平成24年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
麻田連陽春伝考 萬葉集人物伝研究  川 上 富 吉…（ 1）
源氏物語「会合の歌」の意義 いわゆる「唱和歌」の再検討 倉 田 実…（13）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（25）
『功名咄』四（中巻ノ下） 江本 裕編…（49）
｢戦時下における児童文化｣について（その一七）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開  熊 木 哲…（67）
「文章表現」指導内容再考のための一考察
学生の語彙量、記述上の形式的規則に見られる問題点の観察をもとに
中尾 桂子／柴田 実／中谷 由郁／平林 一利…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
「心の理論」と文学 イアン・マキューアンの語りの視点と「志向性」 武 藤 哲 郎…（ 1）
〔コミュニケーション文化学科〕
呉昌碩書画の長崎における受容について 松 村 茂 樹…（ 1）
作家コレット飛躍のときについて 松 田 孝 江…（ 1）
第45号（平成25年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
男と女が見入る鏡の影 平安貴族の調度に託す情愛表現 倉 田 実…（ 1）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（15）
『功名咄』五（下巻ノ上） 江 本 裕 編…（35）
富永太郎生前発表詩篇の生成過程 杉 浦 静…（57）
｢戦時下における児童文化｣について（その一九）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開  熊 木 哲…（81）
折鶴はなぜ落ちたのか？
溝口健二と「深さ」の変容  城 殿 智 行…（95）
就職支援を念頭においた表現能力の指導における達成目標をめぐって
学生の表現能力の実態と問題点の改善を目指した授業案から


























読者は小説に何を求めるのか？ 武 藤 哲 郎…（ 1）
TheBlithedaleRomanceに見られる女性の身体のスペクタクル化について
ヴェールを手掛かりに 小久保 潤 子…（13）
アンビバレンスを保守する
アニー・プルー『オールド・エース』におけるトポフィリアの様相 米 塚 真 治…（21）
MediaandCommunicationFrameworks:AHistoricalOverview GordonLiversidge…（37）
西部フロンティアと日本 戦後日本における西部言説の「土着化」と
日本の自己再生をめぐる文化政治学 鈴 木 紀 子…（61）
テニスン「マリアナ」における寡黙の詩学について 田 代 尚 路…（73）
〔コミュニケーション文化学科〕
コロニアル期西ポリネシア島嶼社会の土地紛争
土地法廷議事録に基づいて  馬 場 優 子…（ 1）
日米韓軍事「同盟」の形成 朝鮮国防警備隊・韓国軍／
警察予備隊・保安隊・自衛隊創設過程を中心に 松 田 春 香…（19）
第46号（平成26年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
男と女の後朝の儀式 平安貴族の恋愛事情 倉 田 実…（ 1）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（17）
『功名咄』六（下巻ノ下） 江 本 裕編…（41）
富永太郎生前未発表詩篇の生成過程 杉 浦 静…（59）
｢戦時下における児童文化｣について（その二〇）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開  熊 木 哲…（85）
折鶴の行方 溝口健二と「深さ」の変容  城 殿 智 行…（109）
日本人学生の正確な発音法獲得のための指導試案
社会人としての「口頭表現」力獲得に向けて 中尾 桂子／柴田 実…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
アンクル・サムとホーソーン ボストン税関勤務まで 小久保 潤 子…（ 1）





および愛他的道徳性に与える効果 熊 谷 智 博…（ 1）
第47号（平成27年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
『源氏物語』の几帳 倉 田 実…（ 1）























富永太郎生前未発表詩篇の生成過程 杉 浦 静…（43）
｢戦時下における児童文化｣について（その二二）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開（一〇） 熊 木 哲…（65）
見えない傍観者 溝口健二と「あまりに人間的な」映画 城 殿 智 行…（89）
学生の意識分析と人間関係への配慮の方法から見た
非対面ピア・レスポンスの可能性 中 尾 桂 子…（ 1）
一九六〇年代アメリカ公立図書館における人びとへのサービスの変革 中 山 愛 理…（21）
〔英文学科・短大英文科〕
日本語イントネーションにおける上昇調の表示 河 野 武…（ 1）
荒野のサムライ・ヒーロー
山川惣治西部劇漫画と戦後日本の国民的自意識表象 鈴 木 紀 子…（15）
ExaminingAsymmetriesinComputer-MediatedCommunication
andColaborativeLearningBetweenTeachers KenIkeda…（27）
OnChesilBeachに関するマキューアンの創作ノート 武 藤 哲 郎…（39）
Christensen・sDisruptiveInnovation
andSchumpeter・sCreativeDestruction GordonLiversidge…（53）
英語定冠詞の語用論 ケース・スタディ 栗 原 裕…（71）
〔コミュニケーション文化学科〕
大妻女子大学蔵
「犬養木堂・羅振玉・長尾雨山等書画帖」について 松 村 茂 樹…（ 1）
鳴動論 映画『ゆれる』の結末が内包するもの 大 野 真…（ 1）
マルグリット・デュラス 家族の神話の虚構と現実 松 田 孝 江…（17）
防衛費ジレンマに対する集団成員性の効果 熊 谷 智 博…（27）
「しぐさ」の史的考察
中世の〈ツマハジキ・弾指〉について 吉 田 光 浩…（33）
サイクロン高リスク地域への移住に関する研究
バングラデシュ・ハティア島を事例とした一考察 日下部 尚 徳…（39）
第48号（平成28年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
吉田連宜伝考 萬葉集人物伝研究  川 上 富 吉…（ 1）
平安貴族女性と庭 『伊勢集』の前栽 倉 田 実…（15）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（31）
翻刻〉『万治三年古板義経公虎巻』 小井土 守 敏…（53）
魯文の『忠臣蔵』 髙 木 元…（77）
明治期地方文学資料の翻刻と解題 
福島県喜多方市「文学攻究会」資料・『愛菫遺稿』上 木 戸 雄 一…（93）
｢戦時下における児童文化｣について（その二五）
｢少國民新聞｣（東日版）における読者投稿作品の位相と展開（一三） 熊 木 哲…（141）
井伏鱒二における〈国家、言葉、そして〈放射能〉




























文章表現クラスでの教師間協働の実践と課題：2013年度の場合から 中 尾 桂 子…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
「朗誦準拠」シェイクスピア教育・研究法 音の意味④ 小 林 昌 夫…（ 1）
・OdeonaGrecianUrn・再考 栗 原 裕…（21）




高丘連河内伝考 萬葉集人物伝研究  川 上 富 吉…（ 1）
万葉集「怕物歌三首」考 異界への「おそれ」 倉 住 薫…（15）
『源氏物語』の風 倉 田 実…（25）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（41）
『貞操婦女八賢誌』 解題と翻刻  髙 木 元…（67）
明治期地方文学資料の翻刻と解題 
福島県喜多方市「文学攻究会」資料・『愛菫遺稿』下 木 戸 雄 一…（103）
形態別使用頻度に基づく転成名詞の意味分類一考
「動作・作用のありさまなど」を表す5動詞の場合 中 尾 桂 子…（ 1）
〔英文学科・短大英文科〕
日本語応答詞の関連性モダリティ 河 野 武…（ 1）
ジェームズ・ボンドと朝食 武 藤 哲 郎…（17）
〔コミュニケーション文化学科〕
呉昌碩と長尾雨山の上海愛而近路の旧居について 松 村 茂 樹…（ 1）
集団間和解的態度に対する大衆性の効果 熊 谷 智 博…（ 1）
第50号（平成30年3月）
〔日本文学科・短大国文科〕
土理宣令伝考 萬葉集人物伝研究（十一） 川 上 富 吉…（ 1）
和泉式部の庭と前栽 倉 田 実…（13）
『道命阿闍梨集』注釈  柏 木 由 夫…（29）
『貞操婦女八賢誌』 解題と翻刻  髙 木 元…（59）
少年少女雑誌の広告における菓子のデザイン史 
雑誌『少年倶楽部』昭和十四年（一九三九）～昭和二十六年（一九五一）
を中心として 榎 本 千 賀…（93）
「戦時下における児童文化」について（その二六）
「少國民新聞」（東日版）における読者投稿作品の位相と展開（十四） 熊 木 哲…（125）
〔英文学科・短大英文科〕
RomanticismandtheUniverse 廣 瀬 友 久…（ 1）
イアン・マキューアンの最新小説 Nutshel
胎内に閉じ込められたハムレット 武 藤 哲 郎…（13）



























「序破急」の意味論 村 上 丘…（47）
日本語の受動と自発に見られる被作用の並行性 河 野 武…（69）
〔コミュニケーション文化学科〕
呉昌碩の生誕地と「蕪園」をめぐって 松 村 茂 樹…（ 1）
大妻女子大学文学部紀要（1号～22号）・大妻女子大学紀要―文系―（23号～50号）総目録 （ⅰ）
………………………………………………………………
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